
I N F O R M A T I O N日
時
●
９
月
17
日
金　

　

午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

参
加
費
●
無
料

会
場
●
諏
訪
赤
十
字
病
院 

２
階

　

研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
赤
十
字
病
院 

が
ん
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
７
‐
７
５
０
２

日
時
●
９
月
17
日
金

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場
●
長
野
県
行
政
書
士
会
館

相
談
内
容
●
相
続
手
続
・
遺
言
の

手
続
・
各
種
契
約
書
、権
利
義
務

関
係
等
の
手
続
な
ど

電
話
相
談
●
時
間
内
同
時
受
付

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
行
政
書
士
会

　

☎
0
2
6
‐
2
2
4
‐
1
3
0
0

　

長
野
県
司
法
書
士
会
お
よ
び

（
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
な
が
の
支
部
で

は
、成
年
後
見
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
●
９
月
17
日
金　

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
●
木
曽
郡
民
会
館（
木
曽

町
福
島
5
8
0
8
番
地
３
）

電
話
相
談
●
時
間
内
同
時
受
付

問
い
合
わ
せ
先
●

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

☎
0
2
6
‐
2
3
2
‐
7
4
9
2

　

10
月
1
日
は「
法
の
日
」で
す
。

　

長
野
司
法
書
士
会
で
は
、皆
さ

ん
の
貴
重
な
財
産
権
を
は
じ
め
、

権
利
の
保
護
に
携
っ
て
い
ま
す

が
、こ
の
法
の
日
を
中
心
に「
司
法

書
士
無
料
法
律
相
談
」を
実
施

し
、相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。お
気
軽
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。相
談
の
予
約

は
不
要
で
す
。

日
時
●
10
月
1
日
金　

　

午
後
5
時
〜
午
後
７
時

会
場
●
中
央
公
民
館　

講
義
室

相
談
内
容
●
不
動
産
の
登
記
・
ク

レ
ジ
ッ
ト
、サ
ラ
金
等
多
重
債

務
・ 

相
続
・
悪
質
商
法
被
害
・ 

不

動
産
の
売
買
・
贈
与
等
の
取
引
・

高
齢
者
、障
害
者
等
の
財
産
管

理
・
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類
の
作

成
・ 

相
続
等

問
い
合
わ
せ
先
●
長
野
県
司
法

書
士
会
諏
訪
支
部（
長
田
秀
夫
）

　

☎
7
9
‐
6
0
9
0

日
時
●
10
月
1
日
金　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
●
諏
訪
市
役
所
５
階　
　

　

5
0
1
会
議
室

相
談
内
容
●
売
買
・
交
換
・
相

続
・
借
地
・
担
保
・
賃
貸
借
等
に
係

る
不
動
産
評
価

問
い
合
わ
せ
先
●
㈳
長
野
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
0
2
6
‐
2
2
5
‐
5
2
2
8

　

模
擬
店
や
縁
日
、作
業
班
の
バ

ザ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
●
10
月
２
日
土　

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時
30
分

会
場
●
長
野
県
諏
訪
養
護
学
校

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
養
護
学
校

　

☎
6
2
‐
5
6
0
0

　

10
月
1
日
〜
7
日
の「
法
の

日
」週
間
に
、法
律
・
人
権
・
調
停
・

公
証
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の

問
題
、離
婚
・
扶
養
・
相
続
等
家

庭
内
の
も
め
事
、差
別
、い
じ
め

等
の
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り

の
方
は
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い（
秘
密
厳
守
）。

　

ご
来
場
の
際
に
は
、相
談
に
関

す
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

主
催
●
裁
判
所
、検
察
庁
、弁
護

士
会
、法
務
局
、調
停
協
会
、公

証
人
役
場

開
設
日
時
及
び
会
場
●

○
10
月
４
日
月   

諏
訪
市
公
民
館

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
10
月
５
日
火   

岡
谷
簡
易
裁
判

所　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
10
月
６
日
水　

茅
野
市
役
所

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
先
●

「
法
の
日
」
週
間
実
施
委
員
会

　

長
野
地
方
裁
判
所
諏
訪
支
部

　

☎
5
２
‐
1
6
7
0

　

岡
谷
簡
易
裁
判
所

　

☎
2
２
‐
３
１
９
５

み
ん
な
の
が
ん
教
室

イ
ベ
ン
ト

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-7940］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、9/22、10/13

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、10/5～12

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日、10/13

■もみの湯［☎74-2911］
9/22、10/6

9月 10月

S e p t e m b e r  t o  O c t o b e r

      15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15

長
野
県
行
政
書
士
会

第
26
回
無
料
相
談
会

不
動
産
評
価
等
無
料
相
談
会

成
年
後
見
相
談
会

県
下
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

長野県司法書士会ホームページアドレス
http://www.na-shiho.or.jp/

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

す
わ
よ
う
祭

７ ６

原村結婚活動推進協議会

　 結婚に対し前向きに考える“意識改革”に重点を置き、
「推進組織」を構築し、「自分磨き」をサポートする。

原村マリッジサポートセンター

支援員
「マリッジサポーター」 結婚を希望する男女

『HARA　 TRENDY  CLUB』

「原村ＤＥ婚活」事業発足！
独身者が結婚へと導くための体制を整え、結婚相談や地域の

枠を超えた出会いの場づくりを支援します

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

出
会
い
の
登
録

サ
ポ
ー
タ
ー
任
命

情
報
発
信

企業
団体

 長野県
他市町村

■協議会「原村結婚活動推進協議会」…総合支援協力
◇構成…村長より委嘱
・民生児童委員協議会・JA信州諏訪・農業委員会
・諏訪農業改良普及センター・商工会・社会福祉協議会
・赤岳４Hクラブ・女性団体連絡協議会・保健衛生自治推進協議会
・老人クラブ・アドバイザー・村（農政係、村づくり係）

■「原村マリッジサポートセンター」
・結婚相談窓口の設置・相談業務
・クラブ会員登録者管理・出会いの創出
・個人情報管理
・マリッジサポーターの支援、育成
○事務局　村づくり戦略推進室

■窓口支援『HARA　 TRENDY CLUB』
◇支援員（マリッジサポーター）
　各団体から推薦及び一般公募（住民）により
　村長が選任
 ・民生児童委員協議会・JA信州諏訪
 ・農業委員会・諏訪農業改良普及センター
 ・商工会・社会福祉協議会・一般公募
◇結婚を希望する男女
　原村マリッジサポートセンターに登録した
　20歳以上の男女
◇事務局
　村（農政係、村づくり係、他）

　年々と少子化が進んでいく今日、全国的に進む「少子化・未婚率上昇」に歯止めをかけなくてはいけないとされています。しかし、
結婚支援については個人的要素が強く、行政が支援するには難しい問題を多く抱えているため、自治体による結婚推進事業を実施し
ていくには、困難とされていました。
　世間では、結婚活動を「婚活」と略してさまざまなメディアで取り上げられるようになり、結婚するためには就職活動同様、結婚活
動が必要であると世間に認識されるようになりました。しかし、社会環境の変化やライフスタイルの多様化などから、現代ではなかな
か結婚がしにくいのが現状で、昔のように適齢期になれば、それとなく自然に結婚する、という時代はなくなってきています。そのこ
とから、多くの自治体では、結婚を望む独身者を支援し、少子高齢化、人口減少等の対策として結婚推進事業に取り組んでいます。

　原村では、村内の独身者が結婚へと導くための支援体制を整え、サポートする側の人材
育成を図り、独身者自らが結婚に積極的に取り組めるようなセミナーを実施しながら、結
婚相談や出会いのきっかけづくりなどを支援します。
　2005年の総務省「国勢調査」では、全国の未婚率（結婚したことのない人－離婚、死別
を除く）について。25歳から29歳の男性は71.4％、約７割が未婚。女性は59.4％、約６割
が未婚。というデータが出ました。当村では、25歳から29歳の男性は、75.0％。女性は
55.6％。という状況で、男性は、前回（2000年）に比べ、3.6％も上昇しています。当村に
おいても、結婚推進事業を展開し、年を追うごとに右肩上がりの未婚化に歯止めをかけた
いと考えています。

原村が結婚推進事業に取り組む必要性

原村の未婚率（2005年国勢調査から）

年　齢 男性（％） 女性（％）

20～24
25～29
30～34
35～39
40～44
45～49
50～54
55～59

94 .4
  75 .0
  44 .8
  28 .6
  20 .0
  12 .7
  13 .5
  11 .2

92 .0
 55 .6
 23 .4
 11 .9
  8 .1
  4 .8
  4 .6
  4 .9

「HARA　  TRENDY  CLUB」登録会員募集！
「HARA　TRENDY CLUB」（ハラ・トレンディークラブ）は、原村
に在住・在勤する「20歳以上の独身者」。また独身者をサポート
する「マリッジサポーター」を募集します。入会費、年会費は無料。
独身者とサポーターが一緒にさまざまなイベントやパーティを
企画して楽しんでみませんか？講演会やセミナーも開催予定です。
まずはお気軽にご相談ください。※秘密は絶対に守ります。
●原村マリッジサポートセンター（村づくり戦略推進室　村づくり係）
　電話７９－７９２２（村づくり係） trendy-club@vill.hara.nagano.jp

【推進内容】　★  ４つの柱  ★
①婚活支援組織（体制）の整備
　昔のように嫁や婿を世話するいい意味での近所の“世話焼き
おばさん”のような人がいなくなった今日、交流の場だけの支援
ではなく、婚活向けの自分磨きの指導や婚活アドバイザー、結婚
支援のカウンセリングができる支援組織（体制）を整備します。
②人材育成
　結婚支援は非常にデリケートな面もあり、指導者によっては結
婚への意識を薄めてしまう場合もあります。そこで、支援する側
（支援員）の人材育成に取り組みます。
③セミナー（カウンセリング）の開催
　今まで結婚推進支援事業を取り組んできても、村内には独身
者は多くいるはずが参加者の数が少ない状況でありました。そこ
で、独身男性・女性の結婚への意識を高めるセミナーを開催し、
併せて恋愛・婚活に対する悩みを解消させ、恋愛・結婚に対する
自信を身につけることにより婚活の成功へと導かせます。
④『HARA　 TRENDY　CLUB』
　一般公募及び各種団体等から選出された者による支援員（マ
リッジサポーター）と、村に個人登録をしてもらった出会いを求
める独身男女が組織。
　サポートセンターと協同で、出会いの交流イベントを企画し、
出会いの場を創出します。

原村マリッジサポートセンター 

・結婚を希望する男女
・マリッジサポーター

「HARA　 TRENDY  CLUB」



９ ８

　

自
衛
隊
で
は
、
左
記
の
と
お

り
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

募
集
科
名
●

　

①
看
護
学
生

　

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

③
防
衛
大
学
学
生
（
一
般
）

　

④
高
等
工
科
学
校
生
徒

募
集
期
間
●

①
〜
③

　

９
月
６
日
月
〜
10
月
1
日
金

④
11
月
1
日
月
〜
平
成
23
年
1

月
7
日
金

試
験
日
●

①　

10
月
23
日
土

②　

10
月
30
日
土
・
31
日
日

③　

11
月
6
日
土
・
７
日
日

④　

平
成
23
年
１
月
22
日
土

問
い
合
わ
せ
先
●
自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
茅
野
地
域
事
務
所

　

☎
8
２
‐
6
7
8
5

　

北
澤
美
術
館
で
は
、敬
老
の
日

に
ち
な
み
９
月
19
日
日
・
20
日

月
の
２
日
間
、満
65
歳
の
方
は
無

料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。当
日

は
年
齢
を
証
明
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
い
た
だ
き
、券
売
場
に
て

ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

北
澤
美
術
館
本
館

　

☎
５
８
‐
６
０
０
０

　

法
務
省
と
日
本
公

証
人
連
合
会
で
は
、毎

年
10
月
1
日
か
ら
7

日
ま
で
の
1
週
間
を

「
公
証
週
間
」と
定
め

て
、皆
さ
ん
に
公
証
制
度
を
正
く

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

こ
の
制
度
の
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

公
証
制
度
は
、私
た
ち
の
日
常

生
活
に
お
い
て
紛
争
が
生
じ
な
い

よ
う
未
然
に
防
止
し
、法
律
上
の

権
利
や
義
務
を
明
確
に
し
安
定

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、証

書
の
作
成
等
の
方
法
に
よ
り
、一

定
の
事
項
を
公
証
人
に
証
明
さ

せ
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
公
証
事
務
を
担
当
す
る

日
時
●
10
月
９
日
土

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場
●

○
岡
谷
市   

イ
ル
フ
プ
ラ
ザ
３
階

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
第
２
研
修
室

○
茅
野
市　

茅
野
市
民
館
２
階

ア
ト
リ
エ

○
下
諏
訪
町 

下
諏
訪
商
工
会
議

所
２
階　

第
１
会
議
室

相
談
内
容
●
土
地
の
境
界
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
・
土
地
建
物
に
関

す
る
登
記
等

※
当
日
は
、混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、予
め
予
約
を
さ
れ
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

予
約
時
間
●

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先
●
長

野
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

   

☎
0
2
6
‐
２
３
２
‐
4
5
6
6

　

諏
訪
地
域
障
害
者
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
「
オ
ア
シ
ス
」
は
、

諏
訪
地
域
６
市
町
村
が
委
託

し
、
各
関
係
団
体
が
組
織
す
る

委
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

諏
訪
地
域
に
お
住
ま
い
の
障

害
の
あ
る
方
、
ご
家
族
の
皆
さ

ん
、
関
係
者
の
方
々
の
困
っ
て

い
る
事
、
悩
み
や
苦
し
み
を
お

聞
き
し
、
ど
う
暮
ら
し
て
い
け

ば
よ
い
か
を
共
に
考
え
て
い
く

場
所
で
す
。

　

オ
ア
シ
ス
ま
で
移
動
手
段
の

な
い
方
、
事
情
が
あ
り
な
か
な

か
相
談
で
き
な
い
方
に
対
し

て
、
障
害
福
祉
の
相
談
に
係
わ

る
専
門
員
が
、
原
村
中
央
公
民

館
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
●
10
月
16
日
土

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所
●
中
央
公
民
館　

講
義
室

申
込
●
不
要　

当
日
会
場
に
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

諏
訪
地
域
障
害
者
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
オ
ア
シ
ス

　

☎
５
4
‐
7
3
6
3

　

関
心
の
あ
る
方
や
入
校
を
検

討
し
て
い
る
方
に
、体
験
実
習
と

校
内
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
●
９
月
18
日
土

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
●
長
野
県
松
本
技
術
専
門
校

※
詳
し
く
は
長
野
県
松
本
技
術

専
門
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●
長
野
県
松
本

技
術
専
門
校

   

☎
0
2
6
3
‐
5
8
‐
3
1
5
8

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

・心配ごと相談所　問☎79-7228
　◇日時／10月３日（日） 
　　　　　午後１時30分～午後６時
　◇場所／保健センター２階
　◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

・特設人権相談　問☎79-7927
　◇日時／10月１日（金）午前10時～午後３時
　◇場所／中央公民館 和室
　◇担当／人権擁護委員

・国民年金出張相談会　問☎23-3661
　◇日時／10月６日（水） 午前10時～午後３時
　◇場所／富士見町役場
　◇担当／岡谷年金事務所職員

・消費生活相談　問☎23-8260
　◇日時／第３火曜日・土曜日・日曜日・祝日以外
　　　　　午前10時～午後６時
　◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）

・税務相談所　問☎28-6666
　◇日時／10月13日（水）午前10時～正午
　◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
　◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

・交通事故巡回相談　問予約☎57-2902
　◇日時／10月14日（木）
　　　　　午前10時～午後３時
　◇場所／諏訪地方事務所
　◇担当／長野県交通事故相談所松本支所
　　　　　の交通事故相談員

・街角なんでも無料相談会
　◇日時／第３土曜日　午前10時～午後３時
　◇場所／ベルビア３階マリオローヤル会館
　◇内容／社労士（就業規則・労働相談・年金等）
　　行政書士（遺言・相続・農地・建設許可等）
　◇担当／行政書士・社労士
　　問☎79-5425（行政書士）☎24-2416（社労士）

お
知
ら
せ

敬
老
の
日
特
別
入
館

公
証
人
は
、判
事
、検
事
、法
務

事
務
官
な
ど
を
長
く
務
め
た
法

律
事
務
の
経
験
豊
か
な
者
の
中

か
ら
法
務
大
臣
が
任
命
し
た
法

律
の
専
門
家
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
約
束
事
に
は
公
正

証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
遺
言　

○
お
金
の
貸
し
借
り

○
不
動
産
の
売
買
や
貸
し
借
り

○
離
婚
に
伴
う
養
育
費
や
慰
謝

　

料
等
の
支
払

○
任
意
後
見
契
約（
公
正
証
書
に

　

よ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。）

　

大
切
な
契
約
や
取
引
に
お
い

て
公
正
証
書
は
皆
さ
ん
の
権
利

を
正
し
く
確
実
に
守
っ
て
く
れ
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
公
証
役
場

　

☎
５
３
‐
４
６
４
１

　

公
証
人　

名
越　

功

社
会
体
育
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
９
／
17
金　

○
９
／
24
金

　

○
10
／
１
金　

○
10
／
８
金

　

○
10
／
15
金  

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
９
／
18
土　

○
9
／
25
土

　

○
10
／
2
土　

○
10
／
9
土

　

午
後
６
時

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
９
／
23
□ 

午
後
７
時
30
分

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
9
／
25
土　

○
10
／
９
土

　

正
午
〜
午
後
５
時

■
体
力
テ
ス
ト

　

○
９
／
27
月   

午
後
７
時
30
分

■
利
用
者
会
議

　

○
10
／
９
土　

午
後
７
時
30
分

■
村
内
め
ぐ
り
駅
伝
大
会

　

○
10
／
11
□　

午
前
９
時

中
央
公
民
館 

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
筆
ペ
ン
教
室
（
入
門
編
）

　

①
９
／
22
水　

②
10
／
13
水

　

午
後
１
時
30
分

■
秋
の
自
然
探
勝
会

　

○
９
／
28
火　

■
デ
ジ
カ
メ
講
座
④

　

○
９
／
30
木  

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
ブ
ロ
グ
入
門

　

①
10
／
1
金　

②
10
／
４
月

　

③
10
／
6
水　

午
後
７
時

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ
⑥

　

○
10
／
６
水　

午
前
10
時

■
吊
し
雛
教
室
①
‐
１

　

○
10
／
７
木  

午
前
９
時
30
分

■
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

　

○
10
／
８
金  

午
後
１
時
30
分

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
①
‐
２

　

○
10
／
９
土  

午
前
９
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
学
級
⑦

　

○
10
／
14
木  

午
後
１
時
15
分

オ
ア
シ
ス
原
村
巡
回
相
談
会

祝

長野県松本技術専門校ホームページアドレス
http://www.pref.nagano.lg.jp/xsyoukou/matsugi/

祝

募　

集

イ
ベ
ン
ト

土
地
家
屋
調
査
士
全
国
一
斉

表
示
登
記
無
料
相
談
会

自
衛
隊
各
学
生
募
集

公
証
週
間

松
本
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

 １０月５日（火）～
１２日（火）まで、蔵
書点検のため休館さ
せていただきます。
ご理解、ご協力をお
願いします。

図書館では蔵書点検
のボランティアを募
集します。

内容／バーコードリー
　　　ダーによる資料
　　　の点検作業
　　　書架の整理と
　　　棚の清掃

◎興味のある方は図書館
　までご連絡ください。

闇彦 
阿刀田高（新潮社）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

作家である「私」の前にたびたび
現れる、人知を超えた謎の存在・
闇彦。海彦山彦の昔から歴史の闇
に潜み続ける不可思議なあやか
し。太古から伝わる物語に隠され
た闇彦の秘密とは。物語の原点を
明かす書き下ろし長編。

笑いのこころユーモアの
センス   織田正吉（岩波書店）
人はなぜ笑うのか。落語・漫才・
映画・小説・詩歌・哲学・新聞記事
などから笑いの具体例を多数引
用し、笑いとユーモアの実践に迫
る。もっと笑いたい人のための、
実用的な笑い論。

納得、共感！永六輔と在宅ホス
ピス医・内藤いづみが語り合う、
医療のこと、介護のこと、日本の
未来のこと。長生きの秘訣が
いっぱいの対談＆エッセイを収
録。いのちを見つめる二人旅を
ぜひどうぞ。

いい医者いい患者いい老後
永六輔　内藤いづみ（佼成出版社）

児童図書

図書館からのお願い

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、祝日、9/21（火）、10/5（火）～12（火）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

おいしい「お茶」の教科書
大森正司（ＰＨＰ研究所）

日本茶・中国茶・紅茶・健康茶・
ハーブティーをおいしくいれる
方法を丁寧に解説。それぞれの
お茶に合ったお茶請けのほか、
効能、種類、歴史、選び方と、保存
法などもたっぷり紹介。

ケマコシネカムイ
藤村久和　文　手島圭三郎　絵  （絵本塾出版）

丘の高いところに家をつくり、村
人たちを、見守る白ギツネの神。
あるときおいしいマスを食べた
くなった白ギツネの神は、川伝い
に下ってマスを探すが、なかな
か見つからず･･･キタキツネの神
様の失敗談。

おばけかな？
いちかわけいこ　文　西村敏雄　絵（教育画劇）

お散歩にでかけたひなこちゃ
ん。川を渡るたびに、後ろから
ひとーり、ふたーりと、どんど
ん何かがついてくる。隠れてい
る何かを探してみよう。新感覚
の愉快なおばけ絵本。
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第
１
2
3
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
9
月
22
日
水

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
7
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
保
育
所

へ
新
規
で
入
所
を
希
望
さ
れ
る

児
童
の
入
所
説
明
会
及
び
入
所

受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■ 

入
所
説
明
会

■
日
時
／
10
月
７
日
木

　

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度

障
害
児
・
重
度
障
害
者
の
皆
さ
ん

に
、
そ
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
障
害
児
福
祉

手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当

 

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
20
歳
未
満
の
重
度
障
害
児
で

該
当
と
な
る
程
度
の
障
害
を
有
す

る
人
（
障
害
児
が
障
害
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
及
び
肢
体
不
自
由
児

施
設
な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
）

○
特
別
障
害
者
手
当

　

午
前
10
時
〜

■
場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
当
日
、来
ら
れ
な
い
方
は
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
10
月
８
日
以
降

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
平
成
23
年
度
の
年
度
途
中（
育

児
休
暇
明
け
等
）に
、入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
も
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■ 

入
所
申
し
込
み
受
付

■
日
時
／
10
月
21
日
木

　

午
後
２
時
〜
午
後
7
時

■
場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
持
ち
物
／
入
所
説
明
会
の
資

料
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
当
日
簡
単
な
面
談
を
行
い
ま

す
の
で
、原
村
保
育
所
へ
入
所
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、お
子
さ
ん
と

一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
面
談

は
４
月
、５
月
入
所
の
方
に
限
り

ま
す
。）

○ 

当
日
、来
ら
れ
な
い
方
は
10
月

22
日
金
〜
10
月
28
日
木
に
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

お
子
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長

を
願
い
、
原
村
誕
生
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

■
期
日
／
10
月
13
日
水

■
受
付
／
午
前
９
時
30
分

■
開
会
／
午
前
10
時

■
場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
対
象
者
／
平
成
21
年
10
月
１

日
か
ら
平
成
22
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

■
内
容
／
記
念
品
の
贈
呈
、記
念

撮
影
、歯
の
お
話
な
ど

※
保
護
者
の
方
は
お
子
さ
ん
と
一

緒
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

収
穫
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

農
作
業
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、安
全
な
作
業
手
順
を
守

り
、無
理
な
状
況
で
の
作
業
を
避

け
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
疲
れ
が
出
や
す
い
夕
方

や
、朝
方
に
事
故
が
起
き
る
ケ
ー

ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。体

調
や
機
械
器
具
の
使
用
方
法
を

守
り
、農
作
業
事
故
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

又
、農
作
業
中
の
事
故
に
備
え

て
、村
で
は
原
村
農
業
者
労
働
災

害
共
済
へ
の
加
入
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

村
長
と
話
し
合
う
日

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

問
総
務
課
総
務
係

　

☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

むらのかかりつけ医のコーナーは、掲載おやすみ中。

第
70
回
原
村
誕
生
会

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内232）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

　

☎
79
‐
7
9
3
1
（
直
通
）

　

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
重
度

障
害
者
で
該
当
と
な
る
程
度
の

障
害
を
重
複
し
て
有
す
る
人
（
障

害
者
支
援
施
設
や
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と

き
及
び
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

継
続
し
て
3
ヶ
月
以
上
入
院
し
て

い
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。
）

　

救
急
の
日
は
、
救
急
業
務
お

よ
び
救
急
医
療
に
対
し
て
皆
さ

ん
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療

関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
昭
和
57
年
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年

9
月
9
日
を
救
急
の
日
と
し
、

全
国
各
地
で
応
急
手
当
の
講
習

を
中
心
と
し
た
救
急
に
関
す
る

様
々
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　

 

近
年
軽
症
患
者
、
タ
ク
シ
ー

代
わ
り
の
救
急
車
利
用
な
ど
が

増
加
し
、
重
症
患
者
へ
の
対
応

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
救
急
の
日
を
機
に
救
急
へ
の

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
救

急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。 

　

ま
た
原
消
防
署
で
は
、
救
急

現
場
に
居
合
わ
せ
た
と
き
に
適

切
な
応
急
処
置
が
で
き
る
よ
う

に
普
通
救
命
講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含

む
）
の
参
加
者
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
職
場
単
位
や
グ

ル
ー
プ
単
位
で
の
参
加
希
望
等

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

尚
、
村
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
公
設
箇

所
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
平
成
22
年
7
月
末
現
在
）

・
原
村
役
場

・
原
村
診
療
所

・
原
小
学
校

・
原
中
学
校

・
原
村
社
会

　

体
育
館

・
原
村
保
育
所

・
樅
の
木
荘

・
も
み
の
湯

・
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

・
室
内
公
民
館

・
中
新
田
公
民
館

　　　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前

の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
保

平
成
23
年
度
保
育
所

入
所
説
明
会
・
入
所
受
付

護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。担
当
者
が
子
育

て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
９
月
の
日
程 

　

16
日
木
、 

17
日
金
、 

　

24
日
金
、
28
日
火
、

■
10
月
の
日
程 

　

1
日
金
、
14
日
木
、
15
日
金

■
開
設
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

■
会
場
／
図
書
館
２
階
会
議
室

※
5
月
〜
11
月
の
午
前
11
時
〜

正
午
ま
で
、
保
育
所
の
園
庭
で
遊

ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

園
庭
に
行
く
場
合
は
必
ず
、
子

育
て
サ
ロ
ン
に
て
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

○
交
流
サ
ロ
ン

■
日
時
／
9
月
30
日
木

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場
所
／
原
村
保
育
所
リ
ズ
ム
室

■
持
ち
物
／
水
筒
・
汗
を
拭
く
タ
オ
ル

※
保
育
所
に
通
っ
て
い
る
お
兄
さ

ん
、お
姉
さ
ん
と
の
交
流
で
す
。

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

問
原
消
防
署
警
防
係

　

☎
79
‐
2
4
4
2

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN

37

　　

原
村
は
自
他
と
も
に
認
め
る
野
菜

王
国
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

高
原
の
強
い
日
光
を
受
け
て
育
つ

野
菜
は
栄
養
価
も
豊
富
で
、人
々
の
食

卓
を
豊
か
に
満
た
し
、健
康
を
維
持
す

る
上
で
大
変
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。野
菜
嫌
い
で
肉
食
ば
か
り

多
く
し
て
い
ま
す
と
酸
性
体
質
と
な

り
、体
の
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、や

が
て
健
康
な
生
活
が
保
て
な
く
な
り

ま
す
。

　

食
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
野
菜
で

す
が
、
楽
で
は
育
ち
ま
せ
ん
。農
家
の

野
菜
栽
培
の
苦
心
は
、
土
づ
く
り
、
施

肥
に
始
ま
り
、
作
目
に
よ
っ
て
マ
ル
チ

か
け
、
並
行
し
て
苗
づ
く
り
そ
し
て
定

植
、
敷
藁
も
作
目
に
よ
り
、
或
い
は
播

種
す
る
作
物
に
よ
っ
て
は
間
引
き
も
、

肥
培
管
理
ま
た
防
除
、
支
柱
を
要
す

る
物
や
芽
か
き
、
培
土
、
作
目
に
よ
っ

て
作
業
内
容
や
手
順
も
異
な
り
、何
よ

り
も
適
期
の
作
業
が
求
め
ら
れ
、休
ま

る
暇
と
て
あ
り
ま
せ
ん
。生
き
て
い
る

物
を
育
て
る
訳
で
す
か
ら
、
瞬
時
で
も

目
を
離
し
た
り
、愛
情
を
欠
か
す
と
良

い
物
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

こ
の
様
に
苦
労
の
連
続
で
す
が
最

後
の
決
め
手
は
陽
気
で
す
。太
陽
の
恵

み
、
自
然
の
恵
み
で
す
。太
陽
の
恵
み
、

自
然
の
恵
み
が
、
少
し
で
も
多
く
自
分

の
方
を
向
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、

勤
勉
の
徒
は
励
み
続
け
る
の
で
す
。そ

れ
は
恰
も
選
民
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
る

か
の
様
で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
最
近
、「
野
菜
工
場
」な
る

も
の
を
聞
き
ま
す
。温
湿
度
管
理
さ
れ

た
無
菌
の
工
場
内
で
、
人
工
光
線
に

よ
っ
て
野
菜
を
育
て
る
と
い
う
の
で
す
。

神
を
も
怖
れ
ぬ
所
業
と
言
い
た
く
な

り
ま
す
。確
か
に
野
菜
は
育
つ
で
し
ょ

う
。無
菌
の
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
折
角
あ
る
太
陽
の
恵
み
、
自
然

の
恵
み
を
利
用
せ
ず
、
必
要
で
も
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
球
温
暖
化
を
促
進

し
て
、
人
類
滅
亡
の
方
向
へ
向
か
わ
な

く
て
も
よ
い
と
思
う
の
で
す
。「
野
菜
工

場
」
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
球
全

体
か
ら
見
れ
ば
僅
か
の
も
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。け
れ
ど
も
地
球
温
暖
化
を

食
い
止
め
、
低
炭
素
社
会
を
実
現
し
よ

う
と
い
う
社
会
的
要
請
に
背
を
向
け

て
、
人
類
を
あ
ざ
笑
っ
て
い
る
か
の
様

に
、私
に
は
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

原
村
は
太
陽
の
恵
み
、自
然
の
恵
み

を
目
一
杯
浴
び
て
農
業
に
勤
み
、
健
全

に
発
展
し
続
け
る
村
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。地
球
と
い
う
生
命
の

星
が
く
れ
る
大
地
の
恵
み
を
大
切
に

し
て
、
人
類
、
い
や
生
き
と
し
生
け
る

物
全
て
が
生
命
を
繋
い
で
、
永
遠
の
繁

栄
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

               

原
村
長　

清
水　

澄

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
諏
訪
福
祉
事
務
所

　

☎
53
‐
6
0
0
0

障
害
児
福
祉
手
当
・

特
別
障
害
者
手
当

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間

9
月
15
日
〜
10
月
14
日

い
そ
し
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■『土砂災害110番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

■一般家庭系可燃ごみ排出量（４月～７月累計）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：kg

３市町村全体
原村分

一般収集

  4,418,450 
　　 363,600 

個人持込
307,050
　 6,180

焼却移行量

   4,725,500 
  　 369,780

率（%）

100.0
 　7.8

9月12日（日）～9月18日（土）

9月19日（日）～9月25日（土）

9月26日（日）～10月2日（土）

10月3日（日）～10月9日（土）

10月10日（日）～10月16日（土）

南部建設㈱

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

☎79-5720

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後７：００～午後９：００
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎５４-４６９９（よるきゅうきゅう）

●９月２１日、９月２８日
　》時間：午後１：３０～　　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課　健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎７９-７７０３（直通）
※もみの湯送迎福祉バスと、もみの湯「介護予防教室」
　は、９月末で終了となります。

●１班 ９月２８日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●２班 ９月２１日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・固定資産税（３期）
・国民健康保険税（普通徴収６期）
・後期高齢者医療保険料（普通徴収６期）
・有線放送施設維持費負担金（７・８・９月分）
・上・下水道使用料（７・８月分）
・介護保険料（普通徴収６期）
納期限・口座振替日……９月30日（木）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・９月21日  ・９月28日  ・10月５日  ・10月12日

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎７９-２７１６（直通）

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 10月14日（木）

粗大ごみ

 11月29日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 12月6日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 12月13日（月）柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

  9月27日（月）判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 9月25日（土）

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

9月19日日

期　日 医　科 薬　局
土橋整形外科歯科医院

☎72-3226
笠原薬局
☎72-2028

9月20日㊗ 細田眼科医院
☎71-2727

矢崎薬局
☎73-6868

9月23日㊗ こうのハートクリニック
☎72-1661

けやき薬局
☎82-2864

9月26日日 わかば薬局
☎82-4108

10月３日日

原田内科呼吸ケアクリニック
☎82-7055

りんどう薬局
☎73-9285

リバーサイドクリニック
☎72-7010

上原ファミリー薬局
☎73-7177

葛井耳鼻咽喉科
☎73-8133

上原ファミリー薬局
☎73-7177

上原内科小児科医院
☎72-2636

10月10日日

10月11日㊗

■人の動き

平成22年8月末現在。（　）内は先月比。

・人口　　7,880人
・男　　　3,927人
・女　　　3,953人
・世帯数　2,889世帯

転入  9
転出17
出生  5
死亡12

（－15）
（－4）
（－11）
（－5）

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

9
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

　
　
　
　

自
殺
予
防
週
間
で
す

　

自
殺
者
数
が
、
交
通
事
故
死
者
数
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。厚
生
労
働
省
は
、
自
殺
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。尊
い
命
を
守
る
た
め
、
1
人
で
は
な
い
、
誰
も
が
支
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
安
心
感
を
も
て
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

自
殺
の
原
因
は
、さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、あ
る
日
突
然
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。周
囲
の
人
々
が
、
自
殺
の
予
兆
に
気
づ
き
、
専
門
家

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。い
く
つ
か
注
意
点
を
あ
げ
ま

す
。

　
（
１
）う
つ
病
対
策　

自
殺
要
因
の
一
位
は
、
う
つ
病
で
す
。そ
の

患
者
数
は
年
々
増
し
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
う
つ
病
と
気
づ
か

ず
、
身
体
の
不
調
か
ら
内
科
を
受
診
し
放
置
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。専
門
医
の
受
診
を
す
す
め
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。よ
く
知

ら
れ
る
不
眠
の
訴
え
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。う
つ
病
の
症
状
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
２
）
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
対
策　
「
眠
れ
る
か
ら
」「
気
分
を
高
揚

す
る
か
ら
」な
ど
飲
酒
の
理
由
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
目
前
の
問
題

を
忘
れ
る
た
め
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
酒
す
る
こ
と
は
昔
か
ら
よ

く
耳
に
し
ま
す
。ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
陥
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
酒
の
量
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。常
に
酒
を

求
め
て
し
ま
う
そ
の
気
持
ち
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
で
す
。

　

特
に
中
高
年
男
性
の
自
殺
者
は
、
死
の
直
前
に
飲
酒
量
が
増
加

し
た
り
、飲
酒
し
た
状
態
で
自
殺
に
至
っ
て
い
る
な
ど
、ア
ル
コ
ー

ル
と
の
関
連
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。「
の
ん
だ
ら
注
意
！
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自
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開
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し
て
い
ま
す
。

　

相
談
窓
口
電
話　

０
２
６‐

２
２
７‐

１
８
１
０　
　

　

相
談
時
間　

月
〜
金（
祝
日
を
除
く
）　

８
：
30
〜
17
：
15

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課　

松
澤
利
子
保
健
師
）

精 神 保 健 相 談 会

三 種 混 合

実施日・受付時間種　別 対象者場所
９月

10月

乳 児 健 診
母 乳 学 級

おぼろ豆腐の
ベーコンドレッシング

レシピ65

☆つくりかたおぼろ豆腐.........1パック
                 　　(約300g)
お好みの野菜.....約100g
ミニトマト.........4個
ベーコン............1枚
にんにく（みじん切り） 小さじ2
酢.......................大さじ2
粒マスタード.....小さじ2
塩.......................小さじ1/2
こしょう............適量
玄米フレーク.....大さじ2
オリーブ油.........大さじ1
　　　　　　　　  　と1/2

①野菜を食べやすい大きさに切り、ミニトマトはヘタを取
って４つ割にする。ベーコンは5mm幅に切る。Ａを混
ぜておく。
②フライパンにオリーブ油、ベーコン、ニンニクを入れ、
中火で炒める。香りが出てきたら火を止めＡを加えて
混ぜる。（注：ベーコンをカリカリにする必要はない。
はねるので必ず火を止めてからＡを加えること。）
③器に野菜を敷いて、おぼろ豆腐をのせ、ミニトマトを飾
る。②を回しかけ、玄米フレークを散らす。

＊野菜は、サラダほうれん草やレタス等好みの野菜を使います。

★材料（6人分）

Ｂ Ｃ Ｇ

胃検診・大腸検診

む し 歯 予 防 教 室

午後１：30～

午後１：15～午後１：30

午後１：00～午後１：15

午後１：30～

午前７：30～午前８：30

午後１：00～午後１：10

午前９：45～午前10：00

午前９：30～午前11：00

午後１：15～午後１：30

午後１：00～午後１：15

午前９：45～午前10：00

希望者（要予約）

７歳半～H22年２月生

H21年11月生、H22年２､５月生

希望者（要予約）

希望者

H22年６月生

希望者

希望者

７歳半～H22年３月生

H22年５、６、７月生

H21年10、11月生

地域福祉センター

地域福祉センター

保健センター２階

保健センター２階

保健センター

地域福祉センター

保健センター２階

保健センター２階

地域福祉センター

保健センター２階

中央公民館

16日木

17日金

28日火

30日木

４日月

６日水

７日木

12日火

12日火

13日水

14日木

高齢者インフルエンザ予防接種 お問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係　電話７９－７０９２
対 象 者：接種日において、６５歳以上の方、６０歳以上６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸機能に重い病気のある方
実施場所：原村診療所のほか、諏訪地域指定医療機関　　　接種期間：１０月中旬～１２月中旬
自己負担金：１,０００円　ただし、住民税非課税世帯は負担金免除（事前申請が必要になります。）

　　　　　ベーコンとマスタードの風味が
効いたさっぱりドレッシングです。ドレッ
シングにひと手間かけて美味しさアップ！
おぼろ豆腐はそのまま使ってお手軽に！

Ａ

育 児 相 談
三 種 混 合
先天性股関節脱臼検診
離乳食教室11・12カ月コース

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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　大久保区では、地域の活性化を図るため、宝くじ
の助成金で大久保区交流広場に大型遊具や鉄棒、
ブランコを整備しました。これは、財団法人自治総
合センターが実施する「コミュニティ助成事業」を
活用したもので、宝くじの普及宣伝と地域のコミュ
ニティ活動の活性化を目的に助成されています。　
　８月１日には、広場に設置された新しい遊具が区
民に披露され、区役員や区内の子どもたちが参加し、
子どもが安全に遊べるようにと、大久保区長による
安全祈願の神事が執り行われました。神事後は、子
どもたちは早速、ブランコなどの遊具で遊びました。
大久保区長は、「子どもたちに事故がないように安
全を確認しながら遊んでほしい。これからも多くの
区民が広場を活用してもらい、これまで以上に大久
保区民の交流の場所にしてもらいたい。」と話して
いました。

　７月２３日付けで、教育委員に阿部泰和さんが任
命され、清水村長から辞令書が手渡されました。ま
た、教育委員長には鎌倉光彌さん、教育委員長職務
代理者に小松香津喜さんが選ばれ、新体制でスター
トしました。委員の任期は４年で、委員長及び職務
代理者は１年の任期となります。

　原保育所で恒例の夕涼み会が行なわれました。園庭では盆踊り
が行なわれ、野菜音頭やドラえもん音頭などを参加者全員で踊り
ました。盆踊りが終わると、園児たちが楽しみにしていたヨーヨー
すくいや輪投げなどのお店めぐりの時間です。園児たちは保護者
の方と一緒にお店をまわっていました。中でも「ドキドキ水族館」
では長蛇の列ができる程の人気で、園児たちは魚のトンネルを通っ
たり、記念写真を撮っていました。外が暗くなると夕涼み会のラス
トを飾る花火大会が行なわれ、楽しかった夕涼み会が幕を閉じま
した。

　８月６日〜８日まで、原
村星まつりが八ヶ岳自然
文化 園で 開 催されまし
た。開会式は今年も雨模
様となりましたが、その
後は天候にも恵まれ、夜
空にはたくさんの星が見
えました。会場ではＪＡＸ
Ａのビデオ上映や大観望
会、アクアマリンのナイト
コンサートなどが行なわ
れました。会場内で行わ
れたお楽しみ大抽選会で
は、原村産のセロリやト
ウモロコシなどの採れた
て野菜や原村のお酒のほ
か、双眼鏡や日食の写真
など、豪華景品の抽選会
は大盛況でした。また星
空解説では、今の時期に
見える原村の星座や、ペ
ルセウス座流星群につい
て解説していました。会
場には多くの方が訪れて
いました。

　７月２４日には、ＪＡＸＡで打ち上げ、７年間の旅を
終え、地球に帰還した小惑星探査機「はやぶさ」を
オーストラリアへ回収に行った、ＪＡＸＡ月・惑星探
査プログラムグループ研究開発室長の西田信一郎さ
んの講演会が行なわれました。これは、八ヶ岳自然
文化園で８月末まで行われた「月の石」展の連動企
画で、講演の中では実際に回収へ行った時の映像を
見ながらの説明に、参加者は聞き入っていました。
また、質疑応答では参加者の皆さんからは、「イトカ
ワの大きさはどれ位か？」「はやぶさは自分の位置
をどうやって確認しているのか？」など、関心の高さ
がうかがえました。

　原村郷土館主催で行なわれた、手提げ付きポーチ
作りには、１６名の児童が参加しました。裂き織りは
原村では昔から行われ、ぼろ機織りと言われていま
す。郷土館にある機織り機を使って、参加した児童
それぞれが織っていました。参加者の中には、機織
り機に足が届かず、指導員の方と一緒に織っている
姿も見られました。完成した織り物を使い、児童た
ちは慣れない手つきで裁縫していました。参加者の
中には、この日のために自宅で裁縫の練習をしてき
た児童もいて、練習の成果を発揮していました。難
しいところは指導員の方に手伝ってもらいながら、
真剣な眼差しで取り組んでいました。

　保育所南側の阿久川
で、原村青少年健全育
成協議会と中央公民館
の共催による毎年恒例
の魚のつかみ捕り大会
が行なわれました。夏
の強い日差しが照りつ
ける中、約１５０名の小
学生が参加し、２学年
ごと順番に川に入って、
活きの良いニジマスを
捕まえていました。今
年はおよそ８００匹の
ニ ジ マス が 放 流 さ れ 、
参加した子ども達はニ
ジマスを捕まえようと
川の中に手を入れてい
ました。川岸で順番を
待つ児童からは「足元
に い る よ 」「 が ん ば
れ」など声をかけられ
ながら、ニジマスを追
いかけていました。

　八ヶ岳自然文化園野外ステージを
会場に、４年ぶりに星空の映画祭が
復活しました。１５日間（８月８日〜２２日）行われ、
のべ１,５７３人の方が訪れました。
　８月１３日には、「ガマの油」が上映され、監督で
主演を務めた役所広司さんが舞台あいさつと、上映
後には「ガマの油」の制作秘話や撮影方法、そして、
今後公開予定の作品について語ってくれました。ま
た、この日は映画祭の中で一番多い約２７０人の方
が来場しました。

「はやぶさ」カプセル地球帰還
                     　　　講演会

魚のつかみ捕り大会

保育所夕涼み会

教育委員会　新体制スタート

郷土館で裂き織り体験大久保区コミュニティ助成事業 第17回サマーホリデー i n
　　　　　　  原村星まつり

星空の映画祭  ４年ぶりに復活

▲
天
の
川

：
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後
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教育委員
芳澤 清人
教育委員
芳澤 清人

教育委員
阿部 泰和
教育委員
阿部 泰和

教育長
望月 弘
教育長
望月 弘

委員長職務代理者
小松 香津喜
委員長職務代理者
小松 香津喜

教育委員長
鎌倉 光彌
教育委員長
鎌倉 光彌


